
　シチズン時計㈱（東京
都西東京市、戸倉敏夫
社長）は、IoT分野およ
びモバイルアプリケー
ションにおける新サービ
スの開発・販売・運営お
よびコネクテッドウォッ
チの製造・販売を目的と
した資本業務提携を、コ
ネクテッドウォッチを中
心とするIoT製品・サー

ビスを開発する㈱ヴェルト（東京都渋
谷区、野々上仁代表取締役CEO）と
行ったことを1月21日に発表。シチズン
からの出資金額は約3億円。
　業務提携内容は2つ。①Iotプラット
フォーム「Riiiver（リバー）」の開発＝シ
チズンが今年の夏に提供を開始予定の
新サービス「Riiiver」について、その企

画の一部と開発・運営全般をヴェルト
が担う。「Riiiver」は、腕時計をはじめ、 
様々なデバイスを基点にしながら、ヒト・
モノ・コトを有機的につなぎ、新たな
「時」の体験を提供するサービスで、
オープンな性質を持ったIoTプラット
フォームとなる。ユーザーは、「Riiiver」
を通じて、様々なIoT機器やサービスを
自分のライフスタイルに合わせてつなぐ
ことで、これまでの常識に縛られない、自
分たちだけの新しい「時（＝ライフスタイ
ル）」を作り上げることが可能になる。今
後、魅力あるサービスを提供するため、
パートナー企業のリクルーティングも行
うとしている。　②新コネクテッドウォッ
チ「VELDT LUXTURE（ヴェルトラ
クスチュア）」の製造・販売＝ヴェルト
が今年度中に発売予定のコネクテッド
ウォッチ「VELDT LUXTURE」の製

造・販売を、一部シチズンが担当する。
「VELDT LUXTURE」は、『LIGHTS, 
RATHER THAN WORDS.（言葉よ
りも光で）』という発想から生まれた、
現代人の“リラックス”を創る新しいコ
ネクテッドウォッチ。盤面にデジタル
データが表示される従来のスマート
ウォッチとは一線を画し、デザインは三
針モデルのハイエンドなアナログ時計
そのもの。文字盤上を、暖炉の炎や木
漏れ日といった自然の光から着想を得
た間接照明型の光「VELDT FLARE
（ヴェルト・フレア）」で光らせることに
よって、大事な人からの通知や次の予
定、気象情報など、知りたい情報を美
しく表示するという【＝写真:左上】。
　また、「VELDT LUXTURE」は
「R i i i v e r」に完全対応する予定。
「Riiiver」や「LUXTURE」アプリ上
で、ユーザーの創意工夫によって自在
に機能を追加し、進化させることがで
きる。＊商品名の「LUXTURE」は、
LUX（光）とFUTURE（未来）という本
商品の特徴を表す2つの言葉を掛け
合わせた造語。
　尚、3月10日より米国・オースティン
で開催される、世界最大級の音楽・映
画・インタラクティブの祭典である「サ
ウス・バイ・サウスウエスト（SXSW）」
で、シチズンが「Riiiver」を正式発表す
る予定で、「VELDT LUXTURE」も同
時に出展する。
 業務提携の背景としては、モノがイン

ターネットに繋がることが当たり前に
なっている現在、IoTを活用した製品・
サービスの開発を急務とする企業も増
加している。その開発にはモノ（ハード）
とインターネット（ソフト）の双方を理解
した上で総合的に開発を進める技術や
ノウハウが求められるが、従来の企業
形態ではどちらか一方を専門に扱う場
合が圧倒的に多く、新規参入を阻む要
因となっている。
　ヴェルトは2012年よりIoT製品・
サービスの開発をスタートし、ラグジュ
アリーウォッチとテクノロジーを融合さ
せ、クラウドシステムと連携した製品・
サービスを展開してきた。デザインや感
性を大切にしながら最新技術を導入
する高い開発力に、国内外から高い評
価を得ている。
　今回シチズンが腕時計を基軸とした
IoTサービスへ参入するにあたり、ヴェ
ルトの知見を活用するとともに、両社の
強みを活かした新ビジネスを展開する
ことを目的として、資本業務提携が締
結された。

　1月に開催された「第30回国際宝飾
展」の来場者数は、4日間合計で2万
6359人と主催者が発表、前年と比べ
ほぼ横ばいだが178名増加した。しか

し、昨年は過去最高の2500
人が見込まれた海外バイ
ヤーで賑わったが、今年は海
外バイヤーが激減したと捉え

る出展社の声が多く、海外バイヤーを
ターゲットにした出展社の多くは2日目
にして“赤字覚悟”を決めたところも少
なくなかったようである。初日のオープ

ニングにはここ
最近の傾向通
り、リード社招待
による海外バイ
ヤーが大勢集ま
り盛り上がった

が、これまで以上の買い付けには届か
なかったようである。
　国内バイヤーは増えている傾向が
見て取れる。しかし、宝飾専門店という
よりも、同時開催されている「ガールズ
ジュエリーEX PO」や「資産運用
EXPO」などから流れてくる異業種的
な人達が増えているようだ。また、主催
者によるSNSなどの投稿には、「大幅
値引きで購入できる」や「お買得商品」
に留まらず、「会期中限定の特別価格
で購入できるということで、宝石は毎年
一度必ずここで買う、というリピーター
が続出」と、いかにも一般消費者に向

けたような投稿が目立つ。入場料の
5000円も、招待券を請求すれば無
料。何らチェックをしてないことから業
者でなくても簡単にVIP招待券を得る
ことができる。このような改善すべき点
の問題意識は、主催者だけではなく出
展社も持つべきだろう。セミナーや
ショップ大賞の講演を聴きに来る小売
店であっても、IJTの魅力は年々減少し
ているように感じると嘆いている。合成
ダイヤモンドの是非を語る前に、それ
以上に魅力ある宝石をアピールしてい
くことが大事ではなかろうか。以降は、
5月14日～16日＝神戸国際宝飾展、

主催者だけではなく
出展社も持つべき問題意識とは
1月のIJTに2万6359人が来場

時を創る新しいIotプラットフォームを共同開発シ
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円
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ク
テ
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ド
ウ
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ッ
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ラ
ン
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携

10月21日～23
日＝国際宝飾展
秋（パシフィコ横
浜）と続く。
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㈱
ナ
ガ
ホ
リ（
長
堀
真
珠
貿
易
）の
現
会
長
、長
堀
守
弘
会
長
に
つ
い
て
特

に
個
人
情
報
を
集
め
た
こ
と
は
な
い
。「
同
郷
の
好
で
、親
し
く
お
付
き
合
い
を

頂
い
て
い
る
」と
い
う
も
の
だ
。

　

福
島
県
の
北
の
は
ず
れ
、勇
壮
な
野
馬
お
い
で
有
名
な
相
馬
地
区
に
、ナ
ガ

ホ
リ
は「
ソ
マ
」と
い
う
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
製
造
工
場
を
持
っ
て
い
る
。彼
が
相
馬

の
出
身
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、い
ず
れ
に
せ
よ
、私
の
故
郷
の
・・・
福
島
に

縁
の
あ
る
人
に
は
間
違
い
な
い
。

　

長
堀
会
長
が
教
育
者
で
あ
る
こ
と
は
全
号
で
触
れ
た
が
、彼
は
西
武
百
貨

店
の
堤
社
長
と
同
じ
く
、詩
人
で
も
あ
る
。

　

だ
い
ぶ
前
の
事
だ
っ
た
が
、一
冊
の
詩
集
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
。詩
集
に
描

か
れ
て
い
た
の
は
、ま
さ
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
長
堀
青
年
で
あ
っ
た
。

　

宝
飾
業
界
の
ト
ッ
プ
は
、多
彩
な
趣
味
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
が
、詩
作

に
時
間
を
割
い
て
い
る
人
は
、極
め
て
稀
だ
と
思
う
。い
ず
れ
に
せ
よ
、ナ
ガ
ホ

リ
は
世
代
交
代
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
企
業
の
一つ
で
あ
る
。

　

今
年
の
国
際
宝
飾
展（
Ｉ
Ｊ
Ｔ
）は
創
設
三
十
周
年
を
迎
え
た
。こ
の
国
際

宝
飾
展
の
基
準
を
作
っ
た
の
は
、現
在
は
な
い
企
業
だ
が
、平
和
堂
貿
易
の
故

高
木
克
二
氏
の
功
績
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
と
し
て
、国
際
宝
飾
展
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の

は
、高
木
社
長
で
あ
っ
た
。当
時
高
木
氏
は
、日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
の
副
会
長

で
あ
っ
た
が
、急
逝
し
た
高
橋
甚
吉
会
長
を
補
佐
し
て
お
り
、多
忙
を
極
め
て

い
る
時
期
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、第
一
回
目
の
国
際
宝
飾
展
の
会
場
へ
行
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
、ス
イ
ス

の
バ
ー
ゼ
ル
フ
ェ
ア
に
毎
年
出
展
し
て
い
る
常
連
の「
カ
ル
テ
ィ
エ
」も
ど
き
の

二
階
建
て
の
白
亜
の
館
が
平
和
堂
貿
易
の
ブ
ー
ス
で
あ
っ
た
。こ
の
ブ
ー
ス
の

施
工
費
は
、推
定
で
二
億
円
は
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
。い
く
ら
バ
ブ
ル
時

期
と
は
い
え
、多
く
の
人
の
驚
き
を
誘
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

故
高
木
氏
の
ポ
リ
シ
ー
は
、〝
取
り
扱
う
商
品
は
、全
て
高
品
質
の
海
外
ブ

ラ
ン
ド
〞で
あ
っ
た
。こ
の
方
針
は
、高
木
氏
の
長
女
・
節
子
さ
ん
が
引
き
継
い

だ
後
も
貫
い
た
そ
う
だ
。

　

当
時
平
和
堂
貿
易
が
毎
年
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
し
て
い
た
展
示
会「
秀
宝

展
」は
大
変
豪
華
な
も
の
だ
っ
た
。中
で
も
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
に
出
演
す
る
タ
レ

ン
ト
は
超
一
流
で
、世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
、フ
ラ
ン
ク・シ
ナ

ト
ラ
を
日
本
に
最
初
に
招
い
た
の
も
故
高
木
氏
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
秋
、平
和
堂
貿
易
が
自
己
破
産
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
時
、非

常
に
寂
し
く
感
じ
た
。故
高
木
社
長
な
る
人
物
は
も
う
二
度
と
こ
の
業
界
に
現

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。今
は
、大
胆
で
破
天
荒
な
人
物
を
求
め
て
い
る
時
代
な
の
に
。

　
と
こ
ろ
で
御
徒
町
の
オ
ー
ラ
ム
ビ
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
て
今
年
で
三
十
五
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。前
オ
ー
ナ
ー
の
㈱
ヒ
ラ
コ
は
倒
産
し
て
二
十
六
年
に
な
る
。

　
新
し
い
オ
ー
ナ
ー
の
東
京
貴
宝・政
木
喜
三
郎
会
長
に
つ
い
て
触
れ
て
み
よ
う
。

　

同
氏
が
オ
ー
ラ
ム
ビ
ル
を
手
に
し
た
の
は
、三
名
の
出
資
者
の
一
人
だ
け
が

残
っ
た
た
め
だ
。政
木
会
長
に
よ
る
と
、こ
の
オ
ー
ラ
ム
ビ
ル
を
宝
飾
業
界
以

外
の
人
の
手
に
渡
す
の
は
心
も
と
な
い
と
思
い
、10
数
億
円
相
当
の
投
資
を
個

人
で
し
た
の
だ
。

　
こ
の
続
き
は
次
号
に
し
た
い
。
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